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広 報 
村の人口　6,876人（－11） 

　 男　 　3,323人（－７） 

　 女 　　3,553人（－４） 

　世帯数 　2,042戸（－６） 

（平成18年３月１日現在） 2006 第250号 

編集　総務課／発行　喬木村役場　TEL 0265－33－2001 FAX 0265－33－3679 
　　　　　　　印刷　龍共印刷株式会社（飯田市上郷黒田121－1） 

第4次喬木村総合振興計画（案）に対する答申が行われました。 第4次喬木村総合振興計画（案）に対する答申が行われました。 

来
る
十
八
年
度
か
ら
二
十

七
年
度
ま
で
の
十
ヶ
年
の
村

政
全
般
に
わ
た
る
長
期
的
な

振
興
の
方
向
性
を
盛
り
込
ん

だ
第
４
次
喬
木
村
総
合
振
興

計
画
に
つ
い
て
、
昨
年
十
月

末
、
住
民
参
加
の
む
ら
づ
く

り
委
員
会
か
ら
提
言
を
受
け
、

村
で
は
全
庁
的
に
計
画
案
の

策
定
作
業
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、今
年
二
月
に
、

大
平
村
長
か
ら
当
該
計
画
案

を
も
っ
て
諮
問
を
受
け
た
条

例
に
基
づ
く
喬
木
村
計
画
審

議
会
（
委
員
一
七
名
）
に
お

い
て
慎
重
審
議
が
重
ね
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
三
月

八
日
に
大
平
村
長
あ
て
に
、

山
田
義
勝
会
長
か
ら
第
四
次

喬
木
村
総
合
振
興
計
画（
案
）

に
係
る
答
申
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
村

で
は
、
い
た
だ
い
た
答
申
内

容
を
踏
ま
え
た
上
で
村
議
会

三
月
定
例
会
に
議
案
提
出

し
、
議
会
の
議
決
を
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

計
画
審
議
会
答
申
書
及
び

第
４
次
喬
木
村
総
合
振
興
計

画（
案
）に
係
る
主
な
内
容
に

つ
い
て
以
下
に
掲
載
し
て
あ

り
ま
す
が
、併
せ
て
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
、
答
申
書
を
含

め
た
計
画（
案
）の
全
文
を
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
。
ご
不
明

な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

役
場
む
ら
づ
く
り
推
進
室
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話（
三
三
）五
一
二
九（
直

通
）

喬木村計画審議会委員名簿
氏 名所 属

山　田　義　勝村 議 会1

原　　　東　彦村 議 会2

宮　下　　　敬教 育 委 員 会3

奥　村　茂　実教 育 委 員 会4

束　原　靖　雄農 業 委 員 会5

内　山　常　雄農 業 委 員 会6

木　村　　　進ＪＡみなみ信州理事7

松　岡　武　夫商 工 会8

森　谷　一　明財 産 区9

木　下　勇　人区 長 会10

市　瀬　紀　子男女共同参画推進委員会14

城　下　好　子女 団 連15

田　中　利　明喬木村社会福祉協議会16

市　瀬　辰　春青少年健全育成協議会17
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第
一
部　

序
論
（
抄
）

○
計
画
策
定
の
理
念

明
治
八
年
の
村
政
施
行
以
来
一

三
〇
有
余
年
、
一
度
と
し
て
離
合

集
散
し
な
い
で
今
日
ま
で
一
個
の

自
治
体
と
し
て
営
々
と
歴
史
を
積

み
上
げ
て
、
多
く
の
先
人
達
の
創

造
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
結
果
、
こ

の
喬
木
村
に
は
数
多
く
の
人
的
・

物
的
・
文
化
的
資
源（
財
）が
蓄
積

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
郷
土
が
生
ん

だ
偉
大
な
児
童
文
学
者
椋
鳩
十
が

自
ら
の
作
品
世
界
で
モ
チ
ー
フ
と

し
て
描
い
た
、
本
村
の
多
く
の
先

人
に
よ
っ
て
守
り
育
て
ら
れ
て
き

た
豊
か
な
水
資
源
・
森
林
資
源
等

の
自
然
環
境
は
、
厳
し
く
も
そ
こ

に
住
む
村
民
に
様
々
な
恵
み
を
与

え
つ
つ
や
さ
し
く
育
ん
で
く
れ
る
、

我
々
に
と
っ
て
も
、
ま
た
将
来
を

生
き
る
世
代
に
と
っ
て
も
か
け
が

え
の
な
い
「
宝
」
で
あ
り
、
我
々

に
は
、
古
よ
り
受
け
継
が
れ
て
き

た
こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
、日
々

の
暮
ら
し
に
織
り
込
み
つ
つ
有
効

か
つ
大
切
に
活
用
し
、
そ
れ
を
後

世
に
引
き
継
い
で
い
く
と
い
う
重

要
な
責
務
が
あ
り
ま
す
。
悠
久
の

時
を
経
て
守
り
育
て
ら
れ
て
き
た

自
然
環
境
と
と
も
に
喬
木
村
固
有

の
財
産
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、

現
在
の
定
住
人
口
七
、〇
〇
〇
人
と

い
う
規
模
を
今
後
と
も
維
持
し
、

そ
こ
に
住
む
住
民
の
み
な
さ
ん
誰

し
も
が
は
つ
ら
つ
と
し
て
、生
み
、

育
て
、
そ
し
て
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実

現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
在
の
七
、〇
〇
〇
人
と
い
う

人
口
規
模
を
確
保
し
て
、
こ
の
規

模
だ
か
ら
こ
そ
で
き
う
る
、
隣
近

所
の
顔
が
見
え
、心
が
通
い
合
い
、

か
つ
隅
々
ま
で
目
配
せ
の
行
き
届

い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
を
計

画
策
定
の
基
本
理
念
に
据
え
、
次

の
と
お
り
計
画
の
ね
ら
い
を
掲
げ

ま
す
。

一　

定
住
人
口
七
、〇
〇
〇
人
を

確
保
す
る
た
め
の
暮
ら
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
と
村
内
八
地
区

の
特
性
に
合
っ
た
活
力
の
維
持
・

増
進
を
目
指
し
ま
す
。

二　

喬
木
村
「
な
ら
で
は
」
の
個

性
的
な
む
ら
づ
く
り
と
そ
の
発

信
に
よ
る
「
に
ぎ
わ
い
」
の
創

出
を
目
指
し
ま
す
。

三　

い
わ
ゆ
る「
補
完
性
の
原
理
」

に
基
づ
く
住
民
と
行
政
と
の
役

割
分
担
を
進
め
る
中
、「
協
働
」の

精
神
に
根
差
し
た
む
ら
づ
く
り

へ
の
主
体
的
参
画
の
拡
大
を
目

指
し
ま
す
。

○
計
画
の
ね
ら
い

一 ・ 
定
住
人
口
七
、〇
〇
〇
人
を
確

保
す
る
た
め
の
暮
ら
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
と
村
内
八
地
区
の
特
性

に
合
っ
た
活
力
の
維
持
・
増
進

【
主
な
施
策
】

（
一
）
子
育
て
支
援
施
策
の
充
実

（
二
）
福
祉
施
策
の
充
実

（
三
）
住
宅
施
策
（
村
内
人
口
流

出
対
策
並
び
に
村
外
流
入
人
口

確
保
対
策
）

（
四
）
快
適
か
つ
安
心
・
安
全
な

生
活
環
境
の
提
供

（
五
）
村
内
並
び
に
飯
伊
広
域
圏

の
道
路
網
整
備

（
六
）
公
共
交
通
機
関
の
整
備

（
七
）
情
報
通
信
網
の
整
備
（
情

報
過
疎
対
策
）

二 
・ 
喬
木
村
「
な
ら
で
は
」
の
個

性
的
な
む
ら
づ
く
り
と
そ
の
発
信

に
よ
る
「
に
ぎ
わ
い
」
の
創
出

【
主
な
施
策
】

（
一
）「
椋
文
学
の
里
づ
く
り
」
を

中
核
に
据
え
た
事
業
展
開

（
二
）
農
産
物
を
基
軸
と
し
て
村

内
観
光
資
源
間
で
連
携
を
図
っ

て
の
交
流
人
口
拡
大

（
三
）
伝
統
技
芸
（
祭
り
・
工
芸

品
等
）
の
保
護
・
育
成

三 
・ 
補
完
性
の
原
理
に
基
づ
く
住
民

と
行
政
と
の
役
割
分
担
の
推
進

【
主
な
施
策
】

（
一
）
地
域
経
営
の
主
体
で
あ
る

区
の
裁
量
拡
大
と
各
種
自
治
振

第
４
次
喬
木
村
総
合
振
興
計
画
（
案
）
抜
粋
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興
施
策
の
推
進

（
二
）
個
人
・
家
庭
、
地
域
、
行

政
の
役
割
分
担
と
協
働
の
推
進

（
三
）
住
民
参
加
型
行
政
の
推
進

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制

度
・
審
議
会
等
委
員
公
募
制
等
）

○
計
画
の
体
系

一 
・ 
計
画
の
期
間

　

こ
の
計
画
の
期
間
は
十
ヵ
年
で
、

平
成
十
八
年
度
を
初
年
度
と
し
て
、

平
成
二
十
二
年
度
見
直
し
、
平
成

二
十
七
年
度
を
目
標
年
度
と
し
ま

す
。

二 
・ 
計
画
の
構
成

　

計
画
は
基
本
構
想
・
基
本
計
画

の
二
層
か
ら
成
り
、
こ
れ
ら
基
本

構
想
・
基
本
計
画
の
も
と
に
年
度

別
に
計
画
し
た
実
施
計
画
を
策
定

す
る
。
実
施
計
画
は
毎
年
の
ロ
ー

リ
ン
グ
方
式
と
し
ま
す
。

（
一
）
基
本
構
想
…
長
期
的
な
視

点
に
立
ち
、
村
の
あ
る
べ
き

姿
・
将
来
像
を
掲
げ
る
と
と
も

に
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
施
策

の
大
綱
を
定
め
た
も
の
で
す
。

（
二
）
基
本
計
画
…
基
本
構
想
の

実
現
に
向
け
、
各
分
野
の
課
題

や
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
国
・
県
と
の
諸
計
画
と

の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
各
分

野
の
諸
施
策
を
体
系
的
に
定
め

た
も
の
で
す
。
基
本
計
画
の
計

画
期
間
は
十
年
間
と
し
ま
す
が
、

財
政
や
社
会
・
経
済
状
況
の
変

化
に
対
応
し
た
実
効
性
の
高
い

計
画
と
す
る
た
め
、
前
期
と
後

期
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
５
年
間

を
計
画
期
間
と
し
ま
す
。

○
人
口
動
向

将
来

　

全
国
的
な
少
子
・
高
齢
化
の
進

行
を
先
取
り
す
る
形
で
人
口
の
減

少
傾
向
を
見
せ
て
お
り
、
今
後
も

そ
う
し
た
傾
向
で
推
移
す
る
も
の

と
推
測
さ
れ
ま
す
が
、
当
地
区
の

中
核
都
市
で
あ
る
飯
田
市
と
隣
接

す
る
地
の
利
を
活
か
し
た
各
種
住

宅
施
策
に
つ
い
て
、
民
間
の
住
宅

供
給
と
用
途
や
対
象
者
等
の
棲
み

分
け
を
行
う
中
、
子
育
て
支
援
や

福
祉
施
策
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
進

め
る
こ
と
で
、
村
外
か
ら
の
転
入

者
の
増
並
び
に
村
内
か
ら
の
転
出

者
の
引
き
留
め
を
図
り
、
人
口
減

少
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と

も
に
定
住
人
口
七
、〇
〇
〇
人
台
の

確
保
を
目
指
し
ま
す
。

人
口
目
標

　

五
年
後
（
平
成
二
十
二
年
）

 

七
、〇
〇
一
人

　

十
年
後
（
平
成
二
十
七
年
）

 

七
、〇
一
七
人

て
ほ
し
い
と
思
う
。

不
合
理
な
も
の
、不
正
な
も
の
、

人
間
の
幸
福
と
平
和
を
、
ふ
み
に

じ
る
も
の
へ
の
、
怒
り
の
火
を
ほ

う
ほ
う
と
か
き
た
て
、
た
と
え
、

小
さ
な
村
で
あ
っ
て
も
、
ア
ル
プ

ス
の
峰
の
如
く
、
美
し
い
村
と
し

て
、
素
晴
ら
し
い
人
間
た
ち
の
住

む
村
と
し
て
、
日
本
の
中
で
、
毅

然
と
聳
え
る
村
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
思
う
。」

○
振
興
の
あ
り
方
・
方
向
性

第
一
節　

福
祉
・
保
健
・
医
療
計

画
の
方
向
性

テ
ー
マ
「
地
域
で
支
え
合
い
、
温

も
り
と
や
す
ら
ぎ
が
体

感
で
き
る
む
ら
づ
く
り
」

第
二
節　

社
会
基
盤
整
備
計
画
の

方
向
性

テ
ー
マ
「
人
と
人
、
地
域
と
地
域

の
絆
が
深
ま
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
」

第
三
節　

生
活
環
境
整
備
計
画
の

方
向
性

テ
ー
マ
「
環
境
に
や
さ
し
く
、
安

心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る

む
ら
づ
く
り
」

第
四
節　

産
業
振
興
計
画
の
方
向

性

テ
ー
マ
「
交
流
の
輪
を
ひ
ろ
げ
、

た
く
ま
し
く
躍
動
す
る

む
ら
づ
く
り
」

第
五
節　

教
育
・
文
化
振
興
計
画

の
方
向
性

テ
ー
マ
「
椋
の
里
で
未
来
を
切
り

拓
く
心
豊
か
な
人
づ
く

り
」

第
六
節　

行
財
政
・
住
民
参
加
計

画
の
方
向
性

テ
ー
マ
「
人
に
や
さ
し
く
、
人
が

支
え
合
い
、
人
を
活
か

し
た
む
ら
づ
く
り
の
た

め
の
基
盤
構
築
」

第
七
節　

地
区
振
興
計
画
の
方
向

性

　

本
村
に
は
八
つ
の
自
治
区
が
存

在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地
区
住
民
の

暮
ら
し
に
身
近
な
作
業
や
伝
統
的

な
祭
事
等
各
種
行
事
を
通
じ
た
地

域
の
活
力
づ
く
り
・
伝
統
の
継
承

に
、
一
個
の
集
落
共
同
体
と
し
て

当
た
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
補

完
性
の
原
理
に
基
づ
く
住
民
と
行

政
と
の
役
割
分
担
を
進
め
て
い
く

上
で
、
自
治
区
の
果
た
す
役
割
は

益
々
高
ま
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区

が
主
体
と
な
っ
て
、
地
区
と
し
て

「
こ
う
あ
り
た
い
」「
こ
う
あ
る
べ

き
」
と
い
う
将
来
像
を
策
定
い
た

だ
き
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
村

と
し
て
も
人
的
・
物
的
・
財
的
な

支
援
を
惜
し
む
こ
と
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
の
特
性
を
踏
ま
え
た

振
興
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

第
二
部
基
本
構
想
（
抄
）

○
今
後
の
む
ら
づ
く
り
の
テ
ー
マ

「
小
さ
く
と
も
ア
ル
プ
ス
の
峰
の

 
如 
く
、 毅
然 
と 
聳 
え
る
美
し
い
村
、

ご
と 

き
ぜ
ん 

そ
び

喬
木
」

こ
こ
に
掲
げ
た
テ
ー
マ
は
、
喬

木
村
公
民
館
報
第
一
〇
〇
号
に
寄

せ
ら
れ
た
椋
鳩
十
先
生
の
特
別
寄

稿
「
郷
里
を
思
う
」
の
一
節
か
ら

引
用
し
た
も
の
で
す
。
簡
潔
明
瞭

な
一
文
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
律

の
む
ら
づ
く
り
を
標
榜
し
た
本
村

が
、
人
口
七
、〇
〇
〇
人
と
い
う

決
し
て
大
き
な
規
模
と
は
い
え
な

い
か
ら
こ
そ
隣
近
所
の
顔
が
見
え

る
き
め
細
や
か
な
心
配
り
に
溢
れ

た
美
し
い
村
と
し
て
、
こ
の
飯

田
・
下
伊
那
広
域
圏
に
お
い
て
凛

と
し
て
輝
き
続
け
る
た
め
の
「
気

構
え
」
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
今

後
十
年
間
の
本
村
の
未
来
予
想
図

で
あ
る
こ
の
第
４
次
喬
木
村
総
合

振
興
計
画
を
総
覧
す
る
テ
ー
マ
と

し
て
相
応
し
い
と
考
え
ま
し
た
。

【
出
典
】
公
民
館
報
「
た
か
ぎ
」

第
一
〇
〇
号
特
別
寄
稿　

椋
鳩
十

「
郷
里
を
思
う
」
よ
り
（
抄
）

「
ど
う
も
、
私
の
作
品
の
秘
密

は
、
郷
里
伊
那
谷
の
、
あ
の
呼
び

か
け
の
声
の
中
に
あ
る
よ
う
な
気

が
す
る
。

郷
里
の
美
し
さ
は
、
私
の
幻
想

の
中
に
生
き
る
事
ば
か
り
で
な
く
、

現
実
に
お
い
て
も
、
美
し
く
あ
っ
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【福祉・保健・医療計画の方向性】 
テーマ 
「地域で支え合い、温もりとやすらぎ
が体感できるむらづくり」 

 
【社会基盤整備計画の方向性】 
テーマ 
「人と人、地域と地域の絆が深まるネ
ットワークづくり」 

 
【生活環境整備計画の方向性】 
テーマ 
「環境にやさしく、安心・安全に暮ら
せるむらづくり」 

 
【産業振興計画の方向性】 

テーマ 
「交流の輪をひろげ、たくましく躍動
するむらづくり」 

 
【教育・文化振興計画の方向性】 
テーマ 
「椋の里で未来を切り拓く心豊かな人
づくり」 

 
【行財政・住民参加計画の方向性】 
テーマ 
「人にやさしく、人が支え合い、人を活か
したむらづくりのための基盤構築」 
 
 
【地区振興計画の方向性】 

 

○阿島区 

・北耕地 

・寺の前耕地 

・帰牛原耕地 

・郭耕地 

・町耕地 

・南耕地 

 
【福祉・保健・医療計画】 
1．福祉施策の推進 
2．保健予防活動の推進 

 
【社会基盤整備計画] 
1．土地利用計画 
2．道路・生活基盤整備の 
　　推進 

 
【生活環境整備計画】 
1．環境の保全 
2．生活安全体制整備の 
　　推進 

【産業振興計画】 
1．農業・水産業の振興 
2．林業の振興 
3．商業の振興 
4．工業の振興 
5．観光の振興 

【教育・文化振興計画】 
1．教育計画 
2．生涯学習の推進 
3．男女共同参画計画 
4．文化振興 

 
【行財政・住民参加計画】 
1．行財政計画 
2．広域行政 
3．住民参加 

キ
ヤ
ツ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
小
さ
く
と
も
ア
ル
プ
ス
の
峰
の
如
く
、
毅
然
と
聳
え
る
美
し
い
村
、
喬
木
」 

【基本構想】 【基本計画】 

 

 

 

 

○小川区 

・馬場地区 

・両平地区 

・田上川地区 

・上平地区 

 

 

 

 

○伊久間区 

○富田区 

○大和知区 

○氏乗区 

○大島区 

○加々須区 
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喬
木
村
の
農
村
・
田
園
風
景
や
夕
景
、段

丘
、
川
、
山
、
花
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た

風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
を
３
月

　

日
に
行
い
ま
し
た
。
村
内
外
か
ら　

名

１３

１１

　

点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、１
月
４
日
か

２３ら
２
月　

日
ま
で
椋
鳩
十
記
念
図
書
館

１４

で
、全
作
品
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
を
開
き
ま

し
た
。

四
季
折
々
の
村
の
魅
力
を
切
り
取
っ
た
作

品
に
、
毎
年
、
喬
木
村
の
魅
力
を
再
発
見

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
審
査
の
結
果
５

点
の
作
品
が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
こ
の
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を

実
施
し
、作
品
を
募
集
し
ま
す
。
多
く
の

方
の
作
品
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

富田　　筒井　政美　「桜花満開の頃」特選

　

特　

選　

富　

田　

筒
井　

政
美
さ
ん　
「
桜
花
満
開
の
頃
」

　

優
秀
賞　

阿　

島　

城
下　

圭
一
さ
ん　
「
青
年
の
意
気
」

　

入　

選　

伊
久
間　

栗
沢　

貴
子
さ
ん　
「
夕
陽
の
頃
」

　

入　

選　
　

北　
　

岩
間　

守
男
さ
ん　
「
花
ざ
か
り
」

　

入　

選　

富　

田　

筒
井　

政
美
さ
ん　
「
木
道
を
い
く
」 優秀賞 阿島　　城下　圭一　「青年の意気」
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作
品
の
解
説

「
桜
花
満
開
の
頃
」

 

筒
井
政
美
さ
ん

・ 
昨
年
は
、
桜
の
花
の
開
花
が
例
年

よ
り
遅
れ
た
。

　

例
年
だ
と
氏
乗
の
宇
治
神
社
の
春

祭
り
の
頃
は
花
は
終
わ
っ
て
い
る
が
、

昨
年
は
ち
ょ
う
ど
祭
り
と
、
満
開
の

時
期
が
重
な
り
春
祭
り
が
賑
や
か
だ
っ

た
。「

青
年
の
意
気
」 

城
下
圭
一
さ
ん

・ 
春
の
阿
島
祭
は
区
を
あ
げ
て
盛
大

に
行
わ
れ
る
。

　

安
養
寺
の
境
内
は
各
耕
地
か
ら
集

ま
っ
た
屋
台
囃
子
と
獅
子
舞
で
賑
わ

う
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
青
年
の
意
気
が

最
高
潮
と
な
り
、
名
高
い
あ
ば
れ
獅

子
は
山
嵐
と
な
っ
て
迫
力
満
点
で
あ

る
。「

夕
陽
の
頃
」 

栗
沢　

貴
子
さ
ん

・ 
仕
事
を
終
え
て
西
の
空
を
見
る
と

夕
日
を
あ
び
、
気
持
ち
よ
さ
そ
う
散

歩
に
を
し
て
い
る
人
が
い
ま
し
た
。

「
花
ざ
か
り
」 

岩
間　

守
男
さ
ん

・ 

伊
久
間
原　

果
樹
団
地
に
て

　

梨
と
た
ん
ぽ
ぽ　

花
の
調
和

「
木
道
を
い
く
」 

筒
井
政
美
さ
ん

・ 
昨
年
は
、
九
十
九
公
園
あ
じ
さ
い

が
き
れ
い
に
咲
い
た
。

　

あ
じ
さ
い
を
撮
影
し
て
い
る
と
、

何
か
用
事
が
あ
る
の
か
公
園
内
に
あ

る
木
道
を
、
少
年
が
急
ぎ
足
で
通
り

過
ぎ
て
行
っ
た
。

伊久間　栗沢　 貴子

「夕陽の頃」
入　選

富田　筒井　 政美

「木道をいく」

入　選

北　岩間守男

「花ざかり」
入　選



情報誌 ２００6.4 8

　これまでは身体障害と知的障害、精神障害といった障害の種類や年齢によって受けられる福祉サービスの

内容などが決められていました。

　平成18年４月からはじまる障害者自立支援法により、どの障害の人も共通のサービスを受けられ、障害

者が地域で自立して暮らせる社会の実現をめざします。

●●● 新しいサービス（10月～）のしくみ ●●●
９月までは現行のサービス

◆介護給付
　居宅介護（ホームヘルプ）・重度訪問介護・行動援護・療
養介護・生活介護・児童デイサービス・短期入所（ショート
ステイ）・重度障害者等包括支援・共同生活介護（ケアホー
ム）・施設入所支援

◆訓練等給付
　自立訓練・就労移行支援・就労継続支援・共同生活援助
（グループホーム）

◆自立支援医療
　障害の種類や年齢により決められていた医療費のしくみが
一本化され、医療費の１割を自己負担します。
　※所得等に応じた自己負担額の上限を設定します。

◆補装具費の支給
　補装具の購入や修理にかかる費用の原則１割を自己負担、
９割を市区町村等が負担します。
　※所得に応じた自己負担の上限額を設定します。

◆地域生活支援事業
　市町村や県ではそれぞれの立場で障害者を総合的に支援す
るさまざまな事業を行います。
　相談支援事業・コミュニケーション支援（手話通訳等）・
日常生活用具の給付など

●● 利用したときにかかる費用（４月～） ●●
　サービス費用をみんなで支え合

うため、原則１割を支払います。

ただし、所得に応じて上限が決め

られていて、負担額が重くなりす

ぎないようになっています。残り

の９割は市区町村と都道府県、国

が負担するしくみです。

　利用者負担の軽減
●サービス費用の自己負担は、１か月にいくらまでと

所得による上限が決められています。

●同じ世帯に障害福祉サービスを利用する人が複数い

る場合などでも、合算した額が上限額を超えた分は

高額障害福祉サービス費が支給され、負担が重くな

らないように配慮されています。

●資産が一定以下の人は、個別や社会福祉法人の減免

があります。

■施設サービスを利用する場合の食費や光熱水費などは全

額自己負担です。ただし、施設入所者で所得の低い人は、

申請により補足給付が支給され、負担が軽減されます。

自己負担 
1割 

市区町村 
25％ 

都道府県 
25％ 

国 
50％ 

自己負担 
1割 

市区町村 
25％ 

都道府県 
25％ 

国 
50％ 

9割 

お問い合わせは　住民課保険係135-5213まで 

　１相談 
　役場またはサービス事業者に相談し
ます。 

 2 申請・調査 
　サービスが必要な人は支給の申請を

行います。続いて現在の生活や障害の

状況についての調査（アセスメント）

が行われます。 

 3 審査・判定 
　調査結果をもとに喬木村、広域連合

で審査・判定が行われ、どの位サービ

スが必要な状態か（障害程度区分）が

決められます。 

 4 認定・通知 
　障害程度区分などによりサービスの
支給量などが決まり、通知され、受給
者証が交付されます。 
 
受給者証 
　サービスの支給が決まると交付
されます。サービスの利用に必要
な大切な情報が記載されています
ので大切に扱いましょう。 

 5 事業者と契約 
　サービスを利用する事業者を選んで
契約します。必要であれば相談支援事
業者がサービス利用計画を立てます。 

 6 サービス利用 
　サービスの利用を開始します。 

　みなさんに必要なサービスを提供できるよう市区町村や 
事業者がお手伝いします。 

●●●● サービスの利用のしかた ●●●● 
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犬の飼い主の皆様へ

狂狂犬犬病病予予防防注注射射ののおおししららせせ
　下記のとおり、狂犬病予防注射をおこないます。狂犬病予防注射を飼い犬に受けさせることは、飼い主の義務で

す。年に１回は、必ず注射を行わなければなりませんので、この機会に予防注射の接種をお願いします。

【予防注射日程】

※地区の集合注射が受けられない方は、役場前での集合注射か訪問注射をご利用下さい。

※犬の健康に異常のある場合及び過去に狂犬病予防注射後に異常を起こしたことのある犬は、動物病院で接種して

下さい。

【持ち物】○送付されたハガキ（注射済票交付申請書）

　　　　 ○注射代金　３，２２０円（釣り銭の要らないようご用意下さい）

【その他】○新規登録の場合は、別途登録料　３，０００円が必要です。

　　　　 ○訪問注射を希望される方は、事前に環境係までご連絡下さい。

　　　　　　（別途訪問注射代２，５００円が必要となります）

　　　　 ○飼い犬が死亡している場合は、環境係までご連絡下さい。

お問い合わせ先　住民課　環境係　�３３－５１２６

時 間場 所地 区期
日時 間場 所地 区期

日時 間場 所地 区期
日

９：１０～　
９：２０

氏乗公民館
氏乗

４
月
７
日
（
金
）

１３：３５～
１３：５５

農事集会所南

４
月
６
日
（
木
）

９：１０～　
９：２０

野田原会所
野田原・
田の口

４
月
６
日
（
木
）

９：２５～　
９：３５

氏乗分店跡
１４：０５～

１４：１５
帰牛原公民館帰牛原

９：３０～　
９：４０

西村バス停
大島

９：４０～　
９：５０

大和知公民館大和知
１４：２５～

１４：３５
上の原集会所上の原

９：５０～
１０：００

牧畑集落センター

９：５５～
１０：１５

第二公民館富田
１４：４０～

１４：５０
上平集落センター上平

１０：１０～
１０：２０

加々須区民会館
加々須

１０：３５～
１１：００

農産物加工センター伊久間
１５：００～

１５：１０
医泉寺

川南・上
耕地

１０：２５～
１０：３５

桃添中倉庫

１１：１０～
１１：２０

役場前※
１５：１５～

１５：２５
田上川消防センター田本平

１０：４５～
１０：５５

集落センター寺の前

１３：３０～
１５：００

訪問注射希望者
１５：３０～

１５：５０
中央社会体育館

馬場・両
平

１１：０５～
１１：２５

消防センター北

１３：１０～
１３：３０

第一公民館郭・町

《国民健康保険からのお知らせ》

●国民健康保険の届出について
　この時期は、就職または退職、これに伴う住所の異動
等が多くなります。
　次に該当する方は、忘れずに国保の届け出をしましょ
う。
○国保に加入する場合
・他の市区町村から転入した方(職場の健康保険などに
加入してない場合)
・会社等、職場の健康保険などをやめた方
・国保に加入していて子供が生まれた方(出産育児一時
金が支給されます)
・生活保護を受けなくなった方
○国保をやめる場合
・他の市区町村へ転出した方
・会社等、職場の健康保険などに加入した方
・国保に加入していて死亡した方(葬祭費が支給されま
す)
・生活保護を受けはじめた方

●退職者医療制度の手続きについて
　会社などを定年退職されて国民健康保険に加入する方
で、以下の条件をすべて満たしている場合は退職者医療

制度の対象者となります。国保加入と併せて手続しましょ
う。
○退職者医療制度の対象となる条件
・国保に加入している(または、これから加入する)方
・老人保健法の適用を受けていない方
・厚生年金、各種共済組合等の老齢(退職)年金、通算老
齢(退職)年金、老齢厚生年金、退職共済年金を受けら
れる方

・厚生年金、共済年金等被用者年金保険の加入期間が20
年(または、40歳以降10年)以上ある方

※手続の際には、年金証書が必要です。

●国民健康保険の人間ドック受診料助成
について

・喬木村の国民健康保険に加入している方が、人間ドッ
クを受診した場合、受診料の7割を助成します。

・助成を希望される方は、役場住民課窓口にあります申
請書に、人間ドックを受診した際に支払った領収書を
添付して申請してください。

・受診後受け取った結果は大切に保管してください。結
果を基に村の保健師による健康指導を実施します。

・人間ドックをはじめとした各種検診は、健康状態を確
認するだけでなく病気の早期発見、早期治療にも繋が
るため、自主的な受診をおすすめします。


